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医歯学総合研究科大学院・医学研究講義


日時：2026年11月16日（月）17:00～18:00
場所：南九州先端医療開発センター・セミナー室(研究棟2, 2階) 


報酬・忌避学習におけるドーパミン情報伝達とその多様性

大阪大学蛋白質研究所　高次脳機能学研究室　
教授　疋田貴俊先生 
  
　動物は、周りの環境や自身の内的状態に対応して、報酬・忌避の意思決定を行う。ドーパミン神経伝達は報酬・忌避学習に必須の役割を担っている。私たちは、腹側被蓋野のドーパミン神経から側坐核で放出されるドーパミン動態が、脱水や脱塩といった内的状態に応じて、水や塩への欲求行動を表現していることを示した(1)。腹側被蓋野のドーパミン神経は、側坐核だけでなく、前頭皮質や扁桃体へも投射をおこなっている。そこで、報酬・忌避行動中のマウスの側坐核、前頭皮質、扁桃体に光ファイバーを設置し、ファイバーフォトメトリー法により複数脳領域のドーパミン動態を同時取得した。さらに学習成立までのドーパミン動態を時系列で取得した。側坐核ではドーパミン動態は価値を表現した。一方、前頭前野では顕著性を表現するドーパミン動態を示した。側坐核の主要投射細胞である中型有棘神経細胞はドーパミンD1受容体陽性神経細胞とドーパミンD2受容体陽性細胞に分けられ、それぞれD1経路とD2経路を構成している。側坐核のドーパミン動態はD1経路とD2経路に情報伝達していると考えられる。私たちは、それぞれの経路の神経伝達制御により、D1経路は報酬学習を、一方でD2経路は忌避学習を担っていることを示した(2)。さらに報酬学習中のマウス側坐核の一細胞カルシウムイメージングを行うと、D2細胞の一部は課題の誤答直後に活性化し、この活性化を光遺伝学手法で抑制するとマウスは次の試行でも同じ誤答を繰り返すことから、D2経路は誤った行動を是正する役割を持っていることを示した(3)。しかしながら、一細胞カルシウムイメージングでは、D1細胞とD2細胞ともに多様な活動パターンを示しており、サブ集団の存在が示唆される。報酬・忌避学習における情報伝達機構を明らかにすることで、精神疾患の病態解明にもつながることが期待される。
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学部生、大学院生、職員・教員、どなたでもご自由に参加ください。講演は日本語です。                        
                                                 問い合わせ先：生体情報薬理学分野　佐藤
                                                  内線5256 または
 pharmaj@m.kufm.kagoshima-u.ac.jp
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